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このたびは、コ□ナ石ミ由ス I ブをお買いあげ 
いただき、まことにありびとラございました。 

正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後ちお使いになるちがい 
つでち見られる所に「保証書」-「工事説明書」 
となに大切に保管しでください。 



D 特に';主意しでいただきたいこと 

(安全のために必すお守りください） -1 〜3 

且使用する場所 3 

凸各部の名称- 4〜5 

Q 使巧前の華備 -6〜7 


回使巧ちま（使い方） 
回安全装置 




田部品交換のしかた- 

旧 保管（長期間使巧しない場台） 
旧化様- —— 


田アフターサー ビス 
旧 据えがけ - 
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13〜14 
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□ その他の装置 - 

回日常の点検-寺入れ —— 

回定期点検^—— —— 

血故障•異常の見分けちと処置ちま一15〜16 
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奋た AH 
言口 


(§) 

KEROSENE ONLY 


ガソリン使用禁止 
使用燃料：打油 


A 警告 


給排気筒を必す 
点検しでください 









巧に鶴して u ただまたいことほをのためにあず約りくだをい) 


この取扳説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害やお雇への 
債害を末然に防止するためじ、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意巧はなのよラになっていまず。巧容をよ 
く理解しでから本でをお読みください。 

&この表示を無視しで、誤った取無いをずると、人が死亡、重傷を貸う危暖、または火災の稳 
/! \ 7已 P 巧険が差し迫っでをじることが懸定される两容をあしでいまず。.ぉ:: 

/|\ と^この表示を無德しで、誤った取扳いをずると、':人が死亡、重傷を貧ラ巧能像;：または乂城:; D 

/ I \ =^113巧能性が想をされる巧容をあしでいまず。；、、，，• 

As . 三この表示を無韻しで、談った取おいをずるも:入び傷害を負う巧鑛性や物の損薰の発まが儀 
/：\ / m 定される鹏を示しでいまも y :' 


この表示を無德しで、誤つた取扳いをずると、'乂が死亡、重傷を貧ラ巧能像;：または乂城 :; D 
巧能性が鶴ををれるの容を巧じでいまず。，.、，，• 


この表示を無韻しで、談つた取扱いをずるも入び傷害を負う巧鑛性や物の損薰の発まが儀 
'定される巧容を示しでし、ます占；.;，;:’ 


絵表示の例 


幽 

参 

龜 


么記琴はま鶏を促す W 容があることを造ばるちのでず。 

圓のホに舅体的なま意的容(を控)の場禽は一般的なミま屬)が描かれでいます。 

( S ) 記号は禁比の行為であることを造げるちのです。：;,; 

國の中や遊房に具が哎な禁止巧容(在凰の鑄含はガソリン禁止)が撥かれでいまず。:; 
〇記養は巧為を指示ずるの客を告げるをのです。 

類の集に員体のな指あの容(を質の擦さは電源プラヴをコンたントから猿いでく松 
きい城摇かれでいまず。 


A 警告 (WARNING) 


ガソリン厳禁 


ガソリンなど揮発性の高いミあは、絶巧に使巧 
しないで < ださい。 

义災の原因(こなります。 





給排気筒トップ開そくを険 

給排気簡トップの同りび雪でふさび< 
れたままで使巧しないでください。 

ふさびれでいるときは、除雪しで 
ください。聞そくしでいると運敲 
中じが巧スび室のにちれで、 I 

危険です。 の 

温風の出□をふさがない 

巧類、紙などで温風吹お□や が 

空気取入□をふさびないでく \ 

ださい。 」 

巧類、紙などでふさぐと、乂 ^ 
災の原因じなりまず。 、 


m 





0 


給排気筒外れを険 

給が気筒（管、ホース）が外れ 
たまま使巧しないでください。 
外れでいると還乾中にがカス 
び室内(こちれで、危険です。 

巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使巧しな 
いで < ださい。 

巧類；！/落下しで乂か t つき、乂 
おの原因(こなります。 

スフレー生厳禁 - 

スプレーちや力じットこんろ 
巧ボンベなどを、温風のあたる 
ところに放置しないで < ださい。 
熱であの狂力が上がり、 

爆発しで危険です。 q 





》變 



カーテン • 可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやずいちのを 
近ブけないで < ださい。 

乂おび発をするおそれびありグ 、 J 
ます。巧燃物との離隔距離に 
ついでは標準据巧け図例 じ^’ 

(21 ページ)を参照しでください 。I 


么ま意 (CAUTION) 

禁止給油時消义 

パ！ f / vN / 紛由は、必す消乂しでからお 

® U こなつでくださし、。 う 

乂がのおそれびあります。 I 




巧 












么ミ主意 (CAUTION) 


油漏れ確認 

ミちタンク-ゴム製送油管-接含 
部および機器などからのなミあ漏 
れがないことを確認の上ご使巧 
ください。 

なミ由び漏れでいると火災のおそ 
れびあります。 


異常時使巧禁止 

万一異常を感じたとさは、使 
巧しないでください。 

異常燃焼のおそれびあります。 



高温部接触禁止 

燃烧中や消乂直後は、高温部 
(ストーフ'前面のヴ I 」ルの周のや 
砕上部前面など）、給が気筒トツプ 
に字などふれないでください。 
やけどのおそれか'あります。 





0 


腰をかけたり、物をのせないで 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないで 
ください。 

機器の故障ややけどのおそれが'ありまず。 

機器の上(こ巧びんや水を入れたちのなどを置かないで 
ください。水がかかると漏電や故障のおそれがあります。 


電源コードを傷めない 

電源コードに無理な乃をり□え 
たり、物をのせないでくださ 
い。また、電源ブラヴを抜く 
とさは、コードを持つで引き 
抜かないでください。乂おや感電の原因になります。 



長期間使用しないときは電源プラグをおく 

長期間使用しないと寒交は保管ずるとさは、必す 
電源プラブをコン t ントから抜いでください。 

乂災や予想しない事故の原因になります。 


€ 


の巧の保管 

幻■ミ苗は、火気、雨水、ごみ、高温および直射曰光 
をさけた場所[こ保管しで < ださい. 

ガソリンなどといつしよに保管しないでください。 
言吳つで使南すると異萬燃焼や乂災のおそれが'あり 
ます。 

フィルタをはずしての運転禁止 

巧流巧送風機のフィルタをはすしたが態で運転し 
ますと、カーテンなどを巻きこんで乂おじなるお 
それびあります。 

また字などふれるとけがをずるおそれびあります。 


〇 


0 


電源の接続 

電源は適正配線されたお巧 100 V のコンたントむ 
外は使巧しないでください。発熱-発乂の原因に 
なります。電源コードは、途中で接続したり、延 
長コ…ドの使巧 • 他の電気器具とのタコ足配線を 
しないでください。発熱•発乂の原因になります。 


0 


分瞄修理の禁止 

故障-破損したら、使巧しな 
いでください。 

不完をな修理は、危険です。 


温風し直接あたりない 

温風に直接長時間おたらない 
で < ださい。 

低温やけどや脱水症がになる 
おそれびあります。 


改造使用の禁止 

己5造しで使巧しないでください。また、ス I -ーブ 
や給排気筒には床暖房巧の熱交換器などを取り付 
けないでください。 

火ぶや排ガスが室のにちれる原因となり危睽です。 




電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラグはコンたントじ根元まで確実(こ 
是しこんでください.また、傷んだブラヴ, 
やゆるんだコンたントは使巧しないで 
ください。乂ぶの原困になります。 

拖れた手での抜苦差しはしないでください 
感電の原因になります. 



電源プラグのお手入れをする 

とさど苦は電源ブラヴを巧き、ほこりおよび金属 
物を除去しで < ださい。 

ほこりか了 C まると湿気などで絶縁不良になり义災 
の原因になりまず。 


〇 


変質! a 油禁止 

変質な巧、不純な油（巧れたな巧、水の混じつで 
いるな'油など）を使巧しないでください。 

異常燃焼や故障のおそれびあります。 

指や棒を入れないで 

温風吹化□や空気取入□などに指や異物を 
入れないでください。 

ケ乃や火がの原因じなりまず。 


0 


0 


初めてお使いになるときのま意 

のめでお使いになると含は、耐熱謹料など力、劈き 
1寸くまで煙と臭いび化まず。しばらくの間、窓を 
あけで部屋の換気をおこなつでください。 

また、小鳥やル動物などに影響する場含が\考えら 
れますので、この間は部屋に入れないでください。 


〇 




么ま意に AUTION ) 

給排気筒巧近の可燃物近接禁止 J 

給排気筒トツプのあくに、な'なや可燃物など ロ ミ 

引乂のおそれのあるものを置かないでください。 J ^ 

乂災のおそれびあります。 A 

L \么 

V 


お願い ( NOTICE ) 

機器を廃棄ずるときのま意 

ストーブを廃棄処分するときは、定油面器の灯油を 
巧き取っでください。 （14 ページ） 

ななを入ったまま廃棄ずるとリサイクルの際に 
思わめ事故じなるおそれびあります。 

し 

な油の廃棄 

灯ミをの廃棄処分は、灯油をお貫い求めになった 
販売店にごす目談< ださい。 

) 


国ほ用ずる場所 

ストーブを安全に使巧ずるためじは、場所の選定が大巧です。 

ま全に使用ずるために 




•マントルピースなどに据え付ける場含は、標華据え巧け例にしたびつでく 
ださい。 On 貧’21ぺージ） 


>標高び1 500 rn が上の場所では使巧しないでください。畐地で使南される 
場含は調藝か> 必要です。 

(空気の濃度び薄いため、燃焼に必要な空気が不足します。詳しくは、ェ 


事說明蠢 


高地または延長給が気で使巧の場を 


をご覧ください。） 


参温室、飼育室、乾燥室などでは絶な使巧しないでくださし、。 

参温室、飼育室など、動植物の育成裁培に使巧しないでください。 


^的に使夕ずるために 

Is の下や塞面に設置 

•が気に接ずる窓の下や 
壁面に置くと、冷気が 
ストーブで暖められ、 

温風としでな流します 
ので効果のです。 



巧風の循误を巧げないで 

♦.1ごま意 I 温風麟ぉ口の前面に障塞物を獲 
••かないでくださ U な、 ， 

曠蓄蜘があをと; 非, 都屬の温度にむらがで 
きるばかり巧な藏ピず健:の温度び上昇し 

‘'で危隙でず 。: ‘VQLU 


>温風吹ボ□側のき間を広くとれる揚巧を選んでくださし、。 















外観図 
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温風吹出□(グリル) 


前面ガード 


ガラス円筒(巧部）-- 


平面ガラス 


前パネル 


置台一 





操た部，表示部 
定巧面器 U たツトボタン 



本体固定金冥 

左側板ふた 

給が気筒本体 
給排気筒ふた 
給排気筒トップ 

給気ホース(巧部） 

排気管おけ検巧巧リード線 

(巧部） 


構造図 

ぶだミジゴミ:;ミ:ミぶみぶでぶ二じをおだた这设;得::こぶミ:、:^::、:-0:、：：ご、--.、::•--、、：、:ぶぶ、:;、;:、;:、之ぶおミた;おぶぶを;巧が:;;おミおな>< > > >，:> i; ;を:ミ;:;ご:ミ苗巧^毎なだミ;;なぶおなさなた卜; -^'r:- V ：:ぶ;;こ封ミ裝ミ孩说 



機巧サー5スタ(巧部) 

過熱防止装置 
(安をサーモスタット) 

ち側板ふた 

プリント配線板 

電極(点乂プラヴ） 

電滋ポンプ(內部） 

イグナイタ 

定巧面器(内部） 


過熱防止装置-一 
(サーモスタット) 


------ 巧震自動消乂装置 

















操作部-表示部の名称と働き 


X イラストは説明のためを部表示したが態にしであ0ます。 


おやずみ1時®運巧キー 


おやすみ1時間タイマー運 
転を t ット•解歸をするとき 
じ巧します。 


なな 

おやすみ1時間 
運転中 

操作音 

たット：ピッ 


辭除：ププッ 

(眩沪10ぺージ） 


t ープ運転の它ット 
•解除をするときにがします。 


おなじーブ運髓中 


操作音たット：ピッ 
解除：ブプッ 
じ矿8ぺージ） 


白動運転キー 


ルームサ-"モたンサーによ 
る自動運転で暖房するとさ 
に押します。 


デジタル表示部に設定温度 
と室内温厦び表示されます。 
操作音じット：ピッ 
エラー:ビピッ 
(邸7 . 8ぺージ） 


がか/义力の巧キー 


宫動運乾から微少/ま動によ 
る固定乂力運転にのりかえ 
るときに巧します。 




「LoJ 


デジタル表示部(こ、 

び表示されます。 

揉作音 

微か/乂力切換じット：ピッ 
乂でたット：ピッ 
Lo たット：プッ 
に护7 • 8 • 22ぺージ） 



おはよラタイ7—キー 


おはよラタイマー運乾をじ 
ットするときに巧します。 

運起中に巧すとおはよラタ 
イマー待機が態になります。 
おはよラタイアー待機巧は 
デジタル表示部に現を時刻 
び表示されます。 


点な 

おはよラタイマー 


運乾中 


操作含たツト：ピツ 
解隙：ププッ 
(防9ぺージ） 



チャイルド□ックの t ット • 
解除をするとさに巧します。 
チャイルド□ック時、デジタ 
ル表示部に IT 令び表示され 
ます。 

操作音じット：ピッ 

辭除：ププッ 

(肠10ぺージ） 

' --- 


ま巧切巧キー 


現在時刻合せおよび、おは 
よラタイマー時刻をせの設 
定のりかえをします。 

巧すごとに「現を時刻 j 「現在 
時刻含せ j 「タイマー時刻台 
せ」の II 慣塞にのりかわります。 
5秒が上操巧か t ない場含は、 
ネ刀期表示に戻ります。 

揉が音がす：ピッ 
戻る：ププ、ン 
( I が9 • 10ぺージ） 


活度おをキー 


温廈を変えるとさに巧しま 
す。 

揉作音 

+/温度を上げる：ピツ 
一/温度を下げる：プツ 
保，8ぺージ） 


時巧させキー 


現を時刻、おはよラタイマ 
一時刻ををわせるときに巧 
しまず。 

摄た音 

時/時含わせ：プッ 
分/分含わせ：ピッ 
(原‘9ぺージ） 


违巧ポタン 


運範•停止をするときに巧し 
ます。 

なな 

燃焼中 

(たーブ消乂巧ち点な） 

点お 

す熱巾 

(予熱完3を自動点义） 

單い点滅 

何かの原因で自動消乂 

操た音 

(防、7 . 

運転：ピツ 
停止：ププツ 
8.10, 22ぺージ） 


•巧ぶ店 

♦停鸾や敏原コードを據むでを J ， 穀煮適繫や設定レた齒定乂。およびたーブ運転; 

.、、は、、記憶しでいまず。可?...:' 


























画使用前の華備 


燃料 




燃料は必すな巧 （J に1岩な油）を使規しでください。 

• 仪警告 I 刀ソリンなど揮発性の高い巧は、乂災の原因になりますので絶巧に使巧しないでください。 
•|A ； S 変質口油、ミ弓れた巧油、かの混じっているな油などは、絶巧に使巧しないで < ださい。 

ミ主意 1 におは、必す乂気，雨水 - ごみ - 高溫および直射曰がをさけた場所に保管しでください。 


な油とガソリンの見分けかた 


( 8 > 

0 


指巧(こ燃料をつけ、息をふきかけ 
キず 

(乂の気のない巧でおこなつでください。） 


嘴 

巧巧は 
めれたまま 


; 端 


ガソリンは 
すぐ乾く 


がシーズンよ 
り持ち越しの 
巧油 


0 

#fi 


長期間曰がに 
あたる巧や温 
度の局い巧し 
保管したな油 


容器のふたが 
開けであったり、 
乳白色のボリ 
容器で保管し 
た口巧 I 


0 に : M 畑イー \ 

0 


か*ごみやな 
巧 U (がの巧が 
ほんのねすか 
でち混入した 

口巧 ィー、 





斥-な‘。-ソリン’ 
.1 ブ ' L 片んぶら巧..‘ 



変質なおや不純な油を使用すると… 

の糧度(こもよりますび、燃焼不良をおこしたり、ストーブの損傷ををめ、故障の原因【こなります。 
>水やごみび送猫経路に流れこみ、燃焼不良や農乂不良の原因【こなります。 

方一変質なミをや不純な巧を使巧したときは一 

►お買い求めの販売ちまたは、おおくのコ□ナお客様ご相談窓□にご連絡ください。 


•極度に変質したち 
のは、黄毎げびか 
ったり、すっぱい 
臭いがします。 

•必すな巧巧のボリ 
タンクをお使いく 
ださい。 

•な'ぶはシーズン中 
に1’麦いぎ0ましよラ。 


♦ 変質なお、不純な油が原菌で修理を依頼されたときは、保 ii 期間中でも保証の巧象がとなります。 
♦ 変質巧おの処理でお困りの場含は、巧油をお買い求めの販売店にご相談ください。 


給油 

:端だなな端》み媒お。かが免.：; 





給ミ由器具 



送なバんブ 
水グージ 
水抜きバルブ 


ミ宙タンク 


■給ミ由の際の手順とを意 

参送油バルブを問じで給油□ふたをはすし、巿販の給ミ由器具でな油を給ミ苗し 
でください。 

'油量計の針がじ窗 j をさしたら給ミををやめでください。 

•給油□ふたを必すちとどおりじ確実じしめでください。 

♦給油の隙に、水、ごみなどを入れないよラ特にを意しでください。 

■給油口ふたは、確実に締めて < ださい。 

■こぼれたな油はよくふをとってください。 


■燃料切れのを意と空気巧きの方法 
油タンクを空にしないよラを意しでください。 

•ミ宙タンクを一昼空じしますと、送ミを経路のに空気が'たまり、正常(こ送油びできなくなることびあります。 

このよラな場含は巧の順唐で空気おぎをしでください。 

1. ミ宙タンクに給ミをします。 

2. ス I -ーブのコ'ム管□から、コ7：^製送ミを管をはすします。 

3. ゴム製送ミ由管からミをが'連続しで流れ出ることを確かめでからコ r ム製送ミを 
管をもとどおりにストーブに取りなけます。 

(油び'こぼれないよラに客器を巧意しでください。） 
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運お開始前の準備と確認 



■定油面器のセット、取扱上のま意 

参巧めで使巧するときやシーズン初めには、ち側板ふたの巧から定巧面器リじット 
ボタン（ホを）を下に押しでください。 

•吗お^トポタンは据え巧け時やシズン初めに攘作します。ストーブ本体(こ韻: 
し儒蔡を替えたり異讓があったときが外は、特に攘作ずる必要はあり棄せん。; 
5- S 点乂操作後魁洩がおすにちご鼓サイン LLD または1_£过が表赤され墓 
ような場含はリたットがタンを掷しでください。 

•リた、ジトボタンは就暴に扱ったり、押したままのが態には絶巧にしないでください。 


■送油経路の油漏れの確認 

•巧タンクや送巧管の接含部などから巧漏れか'ないか確認しでください。 

■電気配線の確認 

参 I 么ま意 I 電源ブラヴをコン t ントに根元まで確実に差しこんでください。 

•電源コードび給が気筒などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでください。 

应を琴]電源プラグ * コードの発熱-凳乂を巧ぐために;：••: 

♦奪源は齡ず適化聽線すれた単相 1 G 0 V のコン忆ン、卜を德煩しでぐだをむん.： 

♦笔源□ー ドは、途中す接続したり延長コードの使巧，'做の舉気器禀も^タコ足配線を〇ないでください。： .； 
♦雲び発をしたとぎは、零寺部轟を擾傷ずるおそれかあり衆ずので、載原プラグをコンたントから抜い！:ぐ提さい。 


画使用方法 0 £い方) 

運転開始（点义） 


操作部の巨動または微か/乂力切換キーで、「自動 J と「手動」による固定乂力運較の設定びできます。ご希望の運転 
ちをでご使巧ください。 


顧火 《11 





運転ボタンを巧してください 

•運範ランプ；が点滅します。 


設定盈度室内温度 


■义力調節「自動運乾」の場合 「ささ一宿 

自動運おキーを押して r 自動」にします 1_ 


•デジタル表示部に設定溫度と室の温度か t 表示されます。 （( T ぞ室温の調節8ページ） 
参ルームサ^モじンサーじよる自動運乾となり、設定室温に自動調節されます。 
(ルームサーモじンサーは、できるだけ部屋の湿度をげ表できる位置におり付けで 
ください。） 

•ず熱び完3すると運転ランプび、点滅から点阿に変わり目動点乂し温風び出ます。 


手動達転にしたいとさは • • • 微少/义力切換キーを押してください 


■义力調節「手動による固定义力運起 J の場合 
微少 V 义力切換キーを巧して r 固定义力」にしまず 


•デジタル表示部に、 [LoJ び表示されます。 
•そ熱び完3すると自動点乂し、温風びおます。 
•微か/乂力の換キーを巧すごとに、 FLo - l -^2 
一3一4一 Hi 一 Loj の順番でのりかわります。 
参ご希望の乂力に舍わせ使巧しでください。 

(((京-乂力調節8ぺージ） 



樹かィ-►-巧 

□► Lo 一 1 一2 — 3 一 4 一 Hi つ 
の順番に乂力び切りかわ0まず。 


* 戒 iMA 自動運転にしたいときは••-自動運転キーを押してください 

•着义時、敵電富と同輪招請义寶を雜ずるごとがありまずび、:裳謗ではありまがぶ T 
•病火操作がら放電(着火)まで、室鑛に藻りず熱時間び多少変化しまずが、，綿2分かかります。 

•着火後、締1がで遍廚が悲始め亲 ず。:; U : 






















室温の調節（自動運転） 

た:•ミ.;交なななな為おな巧なだぶ;お二;:;;-:'…-い一-'ミご-:;ジ;；、:，'ぶ:;だ;;:こ;な六;ぶ：；；：-^-:-;、:- ご':パ:二む;ぶ為ぶ::;；;::::;;-:;:;::;:::、-;-::;一六 <?• ごごた;-;;:::，片:方;ごご;;こ;:ぶぶ;ぶ^'-パいパ'•いい::式ちぶ没装ぶな:冷;ごなみ-;::::.こ：；;';バ苗<4*冷み辟おゴな巧だお诘巧なさ沒な;;；お耗ぷ^^?;;读だが巧き?发ぶおおぶ沒お沒な巧兴お 

操作部の乂力調節の自動運転キーをがしで「自動」にすると、ルームサーモじンサー(こよる自動運輯となり、設定室 
温に自動調節されます。デジタル表示部(こ設定室温び表示されますので巧のよラに調節しでくださし、。 



•温度設定キー「+」を巧すたびに1ですつ上びりまず。（上限30で） 

参温度設定キー「一」を巧すたびに VC すつ下びります。（下限 10" C ) 

•10 で設定の場合は自動のにたーブ運超ランプび点灯し、じーブ運転となります。 
(設定室温を11でが上に上げるとじーブ運転ランプが消す了し、じーブ運転び 
自動的に解除されます。） 


セーブ運転 

■ 二:::.,:< :: :，:;:;:'一一" 》り < 一- ミ;:;なおおでごごで;-こご;-,:'< ぃぶ;'-一-パッ;- '-;-‘、：;-こ;::に;‘:;;:;たが;ジ;:;むただ;おぶななごごぶ;;;;ご一;バ安おお:祀记;ご:;;ぶ;;おた;巧ゴおおなミぷ;ち；;巧がだ巧ぶ巧;ち巧与みみ-をぶ i わをおでゴはミむお;巧なを!おま^ 

乂力調節「自動」運転時に、微か乂力でち室温び設定室温より上昇する場含、設定室温より約2で上昇すると自動白勺 
に消义し、設定室温まで下が\ると点火動作に入ります。これをくり返すことで、むだな部屋のあたため過ぎを防ぎます。 

•温度設定キーじよりご希望の室温に設定します。 

ただし、10で設定時は白動的にたーフ''運輯になります C 

セーブ運輯キーを巧してください 

参亡ーブ'運転ランプび\緑色に点なし、 t — ブ運転になります。 

辭瞭するときは••-再度、セーブ運転キ~を巧してください 

•じーブランプが消な U t — ブ運転び解除されます C 


•じ"*フ'運転中に運転を停止し、再び運転を再開したときは、じ^フ運輯をぉこなぃます。 



乂力調節（手動による固定乂力運転) 


苗::ご;なご: r ：;，' •ぶぶこぶ;いこ-;こ: 1 ここおバ:、ミーご。ミ:;;なだたぶぶ话试巧な巧むむ;;;こ苗ぶ：;; 


- ；>!— ;;; 巧 ; W; ぶ :; だ ; ごむ。おお寡谋な :; r 為占苗 5 :; ぶ ; 心叫 ^ ふ、;ぷムぃ ♦; 声 - 导バ ; -;r; く:ミをベ . ぃ七ミ d おおミおミミ试ミ於お貧ぶ :?; をぷなななぶだ玫ぶぶ ;; むみを巧お冷 ? 占； 


室温設定による自動運乾の他(こ、お巧みの乂方で暖房するま動火力運転が巧能です。なのよラにしでください。 



微少/义力切換キーを押して < ださい 

•「自動」運輯中から微か/乂力切換キーを1回押すと、 [LoJ (微か乂力)になります。 
参微か/乂での換キーをま甲すことにより [ Lo-I -2-3-4 -HMLoJ の順塞で 
乂力びのりかねります. 

• 3 秒政上操作しないと、自動的(こ乂力を確定します。押し続けによるキーの受け 
巧けはおこないません。（操作の繰返しで H め、ら Lo に切りかわったときは、操作 
音びピッ音からプッ音に変わります。） 

ストーフ'の据え付けや給排気筒の設置条件 
で、ぶは多か変化します。 

•巧 liiaa 

•炎の状徽ま、青い炎の中にいくらかの 
黄色い炎娜乂)び混じっでち異常では 
ありません。 



運転停止（消乂） 

:;巧さをミ-をみをみを巧巧をみをを::' : ぶ:ぶ::：：；：ご r : ミ;てごふ《ぶ；,::ぷ;ミ:,:;;二ぶ。:;;。;;,-こ;..な W，; け;一;,-;，一；’ぃ:、今 <- ; 、みおた诗'尸’< '■尸-’;' 一だ：’三ごご;:;;ごご;:;;だ:こ;;;; S 气な; 1^: ぶ ピぶ; i :; づだなたな;巧二たお;巧;巧 Ui 巧巧驳巧裝巧岩なゴミぶミ巧;ぶなミ;なお;な:な;ななを巧な蘇を巧狭迸な;装;^ 


(3 肖义順序） 



運輯ボタンを巧してください 

•達転ランブカ s ' 消灯します。 

•消乂後は本体内部びち却するまで送風を継続し、約10分後に巧流巧送風機び停止 
します t 

♦ IA ミ主意12日总上家をあけるなど長期間使巧しない場をは、運転び完勒こ惇 
止しでから 電源 プラヴをコンじントからおいでください。 

•がおのときは、必す運転を停止(消乂）しで<ださい t 

•運乾停止後、燃焼室びち却するまで電源ブラヴを抜かないでください。ちし旅 
きまずと、ストーブ'本体の温度が'上昇し、スト-^ブ故障の原固となります。 












現在時刻の合わせかた 



♦のめで使巧するときや、電源プラグを巧いたときは、デジタル表を部は 
「-_1び表示されます。 

•操作部の表示切換キーをがしで「時計含せ」にしまず。 

現在時刻または「 ： 」び表示されます。 

サ 

• 「狩 j ’ r 分」キーを}おしで現在時刻を含わせます。 

1◎巧すごとに[時 J は1時間、「分 J は1分間進みます。 

巧し続けによるキーの受け付けちおこないます。 


•「時」キーを押しで"午前6 : 00" にします。 


「分」キーを押しで"午前6 :1 5" にします。 




温度/時刻台せ 

'時膠 


午前 



s：oo 


'設を溫 S きの温度 

温度/時刻含せ 



午前 




6： 15 


>時刻含わせをおこない表示切換キーを押したとき、または己紗間操作びなく自動の(こ表示びのりかわったときに時 
計動たを開始します。 


麵絲1秒な巧の惇爾であれ炼、巧通電後を現を時刻卷表萊索ずので轉頭 i 含ねせの必要はありません。そ抑な上の 
停電で、デジタル表承潮にトーーー j が表衆さ教乾を時熟擦ねおをおこなつでくだミ化 

おはぶラタイマー運転 



タイマーさせ 


■おはよラタイマー時刻の合わせかた 

現在時刻とおはよラタイマー時刻び設定されでいないと、おはよラタイマー 
運較はできません。 

•操た部の表示切換キーを押しで「タイマー含せ」（こします。 

♦ 

• 「時」 I 「分」キーをがしでタイマー点乂時刻を含ねせます。 

1◎巧すごと(こ「時」は 1 時間、「分」は5分間進みます。 

♦ 

•表示の換キーを巧しでください。 

これでおはようタイマーたツト時刻び記憶されました。 

デジタル表示部には現在時刻び表示されます。 




現在時刻の確認 


•表示切換キーを巧しで「時計含せ J (こ含わせます。 

午後 いい' つ U 時計表示に現な時刻が表示されます。 


おはようタイマーセツト時刻の確認 


>表示切換キーを押しで「タイマー合せ J に台わせます。 

午前 coo 

〇 - JU 時計表示(こタイマーじット時刻か'表示されます。 
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■おはようタイマー運転のしかた 

•運転ボタンを}甲しでください。 

(運転中の場含は運転ボタンを押す必要はありません。） 

参運転するときのご希望の室温または、乂力(こ舍わせでください。 

(度 r 7 • 8ページ） 

おはようタイマーキーを押してください 

•おはよラタイマーランプが'緑色に点なします。 

•デジタル表示部 I こおはよラタイマーじット時刻び表示され、おはようタイマー 
運輯に入ります。約5妙後に現在時刻表示(こなります。 

•合わせた時刻じなると、おはようタイマーたット前のが態で運転を開始しまず。 
f 手動乂で運輯中におはよラタイマーを t クトされた場ちは、手動乂力で選巧、 

\された茵定乂でで運範を開始します。 / 

解除するときは••-運転ボタンを巧してください 

参おはよラタイマーランプび消なします。 

参デジタル表示部に現を時刻び表示され、タイマー運転を解除し、消乂が態にな 
ります。 


•おでかけのときのタイマー爲火は避けでください。 

参おはよラタイマー運転は、おやすみ1時間運転中からもたットで寒ます。おやすみ1時簡運転後に消义し、おは 
よラタイマー時刻になると選転を開始します。 


おやずみ1時間タイマー運転 





■おやずみ1時間運乾のしかた 

隹運範ポタンを巧しでくださし、。 

(運輯かの場含は運転ボタンを巧す必要はありません。） 

# 

おやずみ1時間キ•一を押して < ださい 

•おやすみ1時間ランプび緑色に点なし、おやずみ1時間運転になります。 

聲 

•1 時間後に自動消火し、同時にデジタル表示部び 「 OFF 」 になります。 

「 OF 鬥表示は運転ボタンを}甲すことにより解係され、時計表示になります。 

解除するときは••-おやずみ1時間キーを押してください 

•おやすみ1時間ランプが消'なし、運転を継続します。 

消乂するときは••-運転ボタンを押してください 


•おやすみ1時間運乾は、おはよラタイマー設定後にたツトずることはできません。 


チャイルド□ック 

活おが斌賊紙な巧だ？巧階:ぶがおぶ甜おごジミぶ;駱ぶみ^み-巧蜡骗み带紙がお巧を嫩渝な瓶ミ城滤おお燃が游殺ぶ燃ををなお滿苗滿嚇微飯-撤殆み滞な給顏货^縱游縣猎?親 g 裝巧黨^鄰勘^;裝 涵樹樹部脚繊 ^资 

お子様などによるいたすら操がの肪止や、誤って運顧ボタンを巧しでち点义しないよラ(こする機能です。 



チャイルド□ツク表示 




•ストーブび停止しでいることを確認します。 

チャイルドロックキーを3秒似内に3回押してください 

•チャイルド□ックびたットされ、デジタル表示部に n -© び点なしまず。 

お除するとさは…… 

再度、チャイルド□ックキーを3秒巧に3回巧して<ださい 

•デジタル表示部の IT -© び消灯し、チャイルド□ツクび解除されます。 


•運転中はチャイルド□ックのじットはできません。 

•停止中にチャイルド□ックを t ットすると、チャイルド□ック解輸が外のすべでの操作を受け巧けません9 
(運転ボタンを巧ずと iT — C 表示の点滅でお知らせします。 ） 

•チャイルド□ックかに停電びあつでち、再通電後ちチャイルド□ックを継続します。 
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使用上の汪后、 

本書の「特にミ主意しでいただきたいこと（安全のために必すお守りください） J の他(こ、次の項目についでもミち意し 
で < ださい。 

参クリーこング店、美容院などの化尊薬品を使ラところや温室、飼育室など、動植物の育成栽培じ使用しないでくだ 
さい。 

•雷び発をしたとき、雷（誘導雷）により一時的な過電圧びかかつでち、過電汪防止装置び機器を保護するしくみに 
なつでいますび、大きな雷（直撃霞など）の場含は、電3部おを損傷するおそれびありますので、電源プラヴをコ 
ンたントからおいでください。 


邮ま装置 


このストーブには巧のよラな安全装置びついでいます。 

すべでの安全装置は、異常が'取り除かれでち再度点火操作をしなければ運乾は厚止したままです。 


安を装 


原因•賴 


処置方ミを 


•地震や強い衝撃を受けたとき 


巧震 g 動消义装置 

表示） 


ク 


自己診断モニタリ表示 
白動のに消火 


わ伍震によって作動した場含、周 
画の巧燃物、機器の損傷、巧漏 
れ、給排気筒のはすれなど異常 
力ぶないことを確認しでから点乂 
操作をしでください。 


点乂安全装置 
♦ 

燃焼制御装置 

参フレームロッド 


>点义 S スをしたとき 
►途中失乂をしたとぎ 
>炎び異常にルさいとき 


ク 


[E i 康 巧- [ £<? 展 术 

(途中消乂） （不着义） 


有 e 診献モニタ圧！〕表示または 
E ] 表示 
g 動的に消乂 


►「曰常の点検-字入れ」（技 r 13 < 
14ページ）をしでから点乂操た 
をしで < ださい。 

>なおち異常びある場含は、お貫 
い求めの販売店にごホ目談くださ 
し、。 


停電まを装置 

表示） 


•停電したとき 

•電源プラヴび抜けたとき 


ク 


►時計などのじットをしでから、 
点乂操作をしでください。 

►電源プラヴを確認しでください。 


-通電後自己診断モニタ [££] 表示 
，自動的に消乂 


過熱防止装置 

•安をサーモスタット80で 
鲁サーモスタット 155で 


•フィルタやストーブの前面がふ 
さびつたとき 

参ストーブの前面に障害物などび 
あるとき 


ク 


•原因を取り除いでから点乂操作 
をしでください。 

サーモスタ、シトび作動した場含 
は、リたツトボタンを巧しでく 
ださい。 


表示) 


-自己診断モニタ圧 SM 表示 
-自動的に消火 



ut ットボタン 





その他の装置 


装置の名称 


排気營巧け検知装置 

( P 与1表示） 


原因-作動結果 


•排気管の接続部びはすれたと妾 

参排気管おけ検知巧リード線がは 
すれたり、飾線したとき 



自己診断モニタに引表示 
ストーブの運転を停止 


処置方法 

•給排気筒および排気管の接続部 
に、はすれ-ゆるみびないか確 
認しで < ださい。 

参排気管おけ樣が巧リード線のゆ 
るみまたは、はすれ*巧れがな 
いか確認しでください。 


給排気筒 



一が気管遠続 □ 
:(長いち） 


排気管おけ 
検知巧リ ー ド線 


>回範数び異常に低下したとを 


燃焼巧送風機異常検出装置 

(FFI I 表示） 


巧流用送風機異常検出装置 
( : l - r ! :表示） 


過電流防止装置 

(表示部を消灯） 



-自己診断モニタ恒 iJ 表示 
•ストーブの運乾を悟止 

•回範数び異常にお下したとき 



-自己診断モこ夕に山]表示 
•ス I -ーフ''の運輕を停止 

•内部配線のショートにより過電 
流が流れたとき 



電流ヒューズがのれ、すべでの 
運乾を停止 


参異常1岳下の原因を取り除いでか 
ら点乂操作をしてください。 

•なおも異常がある場含は、お買 
い求めの販売店にご相談くださ 


♦異常低下の原因を取り除いでか 
ら点乂操作をしで < ださい。 


•お買い求めの販売店に修理をの 
頼しでください。 


異常温度検知装置 

•機巧サーミスタ 

(rEu I 表示） 


じィルタやスト…ブの前面がふ 
さがったとき 

>ストーブの前面に障害物などび 
あるとき 



自己診酣モこ夕に日 1表示 
自動的(こ消义 


>原因を取り除いでから点乂操た 
をしでください。 

>なおを [1 国表示び化る場含は、 
サーモスタツトのリた、;^トボタ 
ンを巧しでくださし、。 

(::ぶ11ベ-ジ） 


が然焼中に停電したとき、再通電直後（に己!表示)点乂操たをすると圧互 J 表示び出ることがありますび、これはス 
卜ーブの温度び一時のに上昇ずるためで、異常ではありません。4〜5かち却した後に、点乂操作をしでください。 





回曰ちの点検•手入れ 

点検-手入れのとをの注意 


点檢•寺入れは消乂後、ストーブび十分をえでから、必す電源プラクをコンじントから巧いでおこなってください。 
じ么ミ圭意1 電気が品のみがや巧巧品との巧巧は紀巧にんないでください。 

点検•手入れの必要項目、時期、方法 

■周囲の可燃物（使用ごと） 

•[么ま意1ストーブの周圓は、常に舊巧•掃巧し、燃えやずいちのを置かないでください。 


■ほこり•ミちれ（使用ごと） 

•ほこりやちれをそのままじしでおきますと、ミ由びしみたりしで危睽です。 

ス I ブはいつち清潔にしでご使巧ください。 

■油漏れ•油のたまり•油のにじみ（使用ごと） 

•置台-巧タンクに瓶扇れ-ミをのたまりやミをのにじみびないか、ときどき点検しでください。 

また、給油の際にこぼれたななはよくふきとっでください。 

な陳 IIM 

♦油濡れがある爆食は、お異い求めの販萧底に修理を依類しでくださ (A 

■ゴム製送油管の点検-交換の目安（シーズンの巧め） 

•ゴム装送油《は、屋外で读規しないでください々 V : 

屋外での使巧は祭比されでいまず。 

♦屬巧でごム製送莊舊を傻思しでいるときは、膨溜、觀縮、変実、変あ、ひび割れがないか確認し、夕点があ: 
るとさは交換レでください;' :/ ■ 

交換の目をは、、 3 まに_麼です。'ぶ;， 

■油タンク（シーズンの巧め、適時） 

参ミ由タンク巧は水やごみびたまりやすいちのです。給ミ由のとき、点検しでください。 

ミ由タンクののか抜きおよび掃除は、ミ由タンク巧属の取扱説明書にしたびっでおこなってください。 

■給排気筒の接続部のゆるみおよびトップの周囲（使用ごと） 

参給排気簡およびトップの周囲に障害物を置いでいないか、ときどき点横 
しでください。 

参給が気簡か"つまりまずと、不完全燃焼をおこします。シーズンのめには 
必す点横し、くもび巣をつくったり異物び入っているときは、必す掃除 
しで < ださい。 

•給排気筒およびが気管の接続部びはすれたり、排気管おけ検知用リード 
線びはすれたり、断線しでいないか点検しでください。 

•給排気筒を一度取りはすしで、再び取り1すけるとき、排気管の接続内部 
にはめこんである〇リングび破損しでいないか確かめでください。 


紹が気固 



•破債しでいた場含は、お質い求めの飯葬巧に交換を俄類しでください。、， 
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■定油面器のストレーナの掃除（適時） 

•定油面器には、ごみを除くためのストレーナびついでいます。ごみびたまると、なミをの流れをさまたげで、不着 
火や途中消乂の原園となります。なのよラに掃除しでください。 

•ミをタンクの送ミをノリレブを閱じでください。 





♦ストレーナの掃除□じ八ガキなどの層紙を差しこんで、油ガイドを作 
り、その下に容器を置いでストレーナの止めねじをゆるめではすしで 
ください。 

定ミを面器の巧れたなミ由やごみび全部流れ出まず。 


•ストレーナをおり化しで、きれいななミをの中ですすぎ洗いをしてくだ 
さい。（水で洗わないでください。） 

t 巧配 IIM 

組み立てるときは 

•ストレーナゴムパッキンを忘れないようじしでください。 

•ストレーナを逆(こ入れないでください。また、底部(黒色)び必す 
左横になるよラに取り付けでください。 

参ストレーナの止めねじを固くしめ巧けでください。 

•巧漏れびないか確認しでください。 


■フィルタの掃除（週に1回!;!上） 

参巧流巧送風機のフィルタびごみやほこりで目ブまりすると、送風でび弱くなり排気ミ盈度上昇やス I -— ブの表面 
温度び上昇する原因じなります。[過熱防比装置(安きサーモスタット’サーモスタツト)または機巧サーミス 
夕の働きで運輯び停止する焉舍があります。] 

次の要領でストーブ裏面のつイルタの掃除をおこなつでください。 



•左図の矢ののよラにフィルタを上に引き出し、ストーブ'裏面から取り 
はすしでください。 

聲 

•フィルタに付着したほこりを掃除機で吸い取つでください。 

聲 

参掃除が'終わりましたら、ちとどおりに取り付けでください。 



ミ主意 I フィルタをはすしたまま運転しないでください。 

フィルタをはすしたが態で運髓しますと、力^テンなどを卷きこん 
で乂巧になるおそれびありまず。またをなどをふれるとけがをする 
おそれがあります。 


■地震などの災害が発生したとをの点検 

•地震などの災害が発ちし、ストーブに振動や衝撃び加わったときは、運転前に必す巧の扁検をおこなっでください。 

-給排気筒まわりのはずれ、ちれの確認 
-巧';苗配管からのちれ確認 

点検で異常がみつかった場含は、お買いずめの販売店に修理を依頼しでください。 


麵定期点検 


長期間ご使巧になりますと、ストーブの点検び必要です。 

2 シーズンに 1 ◎程度、シズン終 3 後などに、お買いあげ店または修理資格蓄〔(財)曰本石油燃焼機 
器 保守協舍 （tel 03-3499-2928) でおこなラ巧術管理講習含修 3 者(扫油機器按術管理±)など〕のい 
る販売店(こ点検依頼されることをおすすめします。 
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手動運 lg になつでし、る; 


電源零圧 ( AC 1 00 V )が低くなつでいる 


給排気筒トツプ先端びおおね載でいる 


停電びあった(が表示) 


フレームロツドにすすが多屋じな着した 


給が気筒接繪部びはすれでし、る。すきまびある。 
が気營抜け検知規リード線端子接続のゆるみ;; 


ミお漏れびある 


給が気筒のつまり 


ルー ムサーモ t ンサー取が位置が惡い 


給辨気筒玉事不適当のためを風現象がある 


巧流巧送風機のフィルタじほこりびたまった 


給が気續の設置が暮鸯通りでない。排気管が長ずぎ赛 


定油面器にが、ごみの宫ヴまりがある 


ゴム製送組管に空気だまりびある 


送ミ由/リレブび疑まつでいる 


地震びあった。または、ス I -ーブに證い衝擊を尊えた 


電源ブラヴをコンたンドに善しこんでいない； 




E 5 


EM 


■使用中に異常がありました!5、次表により原因を調べて処置をしてください 

原因がわからないときや、処置びむすかしいときは、お翼い求めの販売店、またはおおくのコ□ナお客 
様ごホ目談窓□じご連絡ください。 

5«^デジタル表示部に自己診断モニタび表示されます。 


围が盾-異常の見分け方と処置方法 

■巧のような現象は故障ではありません 

修理を依頼される前にもラー度お確かめください。 


初めで使巧するとき、煙やにおいびおる。 

耐熱璧料やほこりび焼けるためです。 

しばらく窓をあけで換気をしでください。 

すぐに点义しない。 

テ熱点乂ちなのため予熱時間び2分程度必要でず。 

(予熱時間は室温により多少変化します。） 

燃烧開始時や消乂後に「ピチピチ」といラ音 
びずる。 

本体の部か>熱により膨張、収縮するためです。 

点乂時に「ボン」と音びする。 

点火するときじ発をする着乂音で、異常ではありません。 J 


(ポットそ熱不足) 


"ら達中满火) 


25 ( 疑似乂お檢お) 


lij (棒爱 


3、な震旨勸消災- 
f 一装置が動 


点乂時—消乂時 






































現 m _ 

青炎のかに黄色い炎(ホ乂)び混じる。_ 
給排気筒の先端から連続的に白煙び出る。 

口巧ぎれの際、一瞬炎び大きくな つで消乂する。 

停電したとさの再通電直後（直£表示） 
点乂操作をすると、盾逆 I 表示びがること 
びある。 


■■■ 
■Maagga 





造^ま意い電源の接続 J じ.ジ -2 ベージ）の內客を点検する 
自動運転 I このりかえる 


おおつでいるちのを取り陈く 


ちれ置所をしめ直す（販売店に修理を依顯する） 

給排気筒接続部のはずれ、またはゆるみを直す 

ずずを取り除く（販売おに修理を依頼する） 

設定室温、時刻などをた、ントし再度点火操化をずる 


給が気筒を掃除する 


適正な位置に取りすけ直す 


給排気簡の取りだけを適正じする 


送®バルブをしめでストレーナをはすし、掃陳する。ミ由タンクのかを巧く 
碁華通りに說置する 

フイルタめほこりをブラシなどで掃陳する 


ゴム製送ミ由管を振る。山おじなつでレる巧は平に直す 


送油バルフ''を開く 


[地震などの災害び葬をしたときの点検 J じ诲—14ぺージ)の 
点橫頂目を確認し、運転ボタンを巧し直し点乂操作をする 


コンじントに確実に差しこむ 


異常ではありません。_ 

外気混が低くなると、排気乃ス中じふくまれでいる水蒸気び白く見 
えるためで、異常燃焼による白煙ではありません。_ 

異常ではありません。 

停電によりス I -ーフ''の温度び一時のに上昇するためで、異常で 
はありません。4〜5分ち却した後に、点乂操作しでください。 


燃焼時•その他 



ガラス円筒びすずける 


炎び大きくならない 


室温び低いのに乂び 
大さ < ならない 


黒煙をおしで燃える 
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自己診断モニタ 

ス トーブにトラスレび発生すると、トラブル箇所びデジタル表示部に記号表示(自己診觸 モニタ) されまず。 

この揚合は記号表示の巧客を、ストーブち側面に巧刷された自己診敞モニター覧表、または r 故障•異常の見分けち 
と処置ちま」 （’：： を15 -16ぺージ)をご覧の上、必要な処置をしでください。 

〈自己診断 モニター 質表〉 



お願い 


顺亮店に運絡しでいただぐ際肤羡巧しでいる自己診難モニタをおがらせ < ださい。 


17 






























11 部品交換のしかた 

■部品交換のときのま意 

A を意!不完全な修理、調藍は危模ですので、部品の交換、調整わぐ必要な場合には、お買いずめの販売店または、 
修理資格著〔(お)曰本扫油燃焼機器保守協含でおこなラ按術管理講習含修了害 (5 油機器巧 術 管理±)など）のいる版 
売店にご相談ください。 

巧品な巧はコ I □ナが filEgB 品とご指をください。 

部品ご入巧の際には、コ□ナ製品取报販売店で必す コロナ純正部品と ご指定ください。 

純正部品似外の部おをご使巧になりますと、性能び十分(こ発揮されないばかりか、ストーブを損傷したり思ねめ 
事故の原因になります C 


消耗 • 劣化しやずい部品（父換が必要な部品） 

,巧け*^^ごミ;う瓦為沒な;ご巧;ぉ;;与ぷ.みうミだ:だミミぶむご一: . 汽每:六六-';グ;ホ:く;: v ，:;;. ；；.ご心;:.ご. 

^■長期間の使用により消耗-劣化しやすい部品 ■変質-不純な巧の使用により劣化しやすい部品 

♦バ-ナヘッド •電極(点乂プラグ）♦フレ-ム□ッド参気化筒 •電磁ポンプ 

♦バーナヘッド I 」ンク' •フレーム□ッド 


麵巧管（長期巧使用しない場る） 

おしまいになるときは、日常の点横•ま入れの頂を参照し、次の要領で保管しでください。 

1•電源プラグをコンじシトからないでください。 

ミま喜1長期間使巧しないときは、電源プラクを J 6 し>で<ださし、 _ 

2•油タンクの送巧バルブを閉じでくだ さい。 _ _ 

3•フイルタの掃除をしでください。 （じぉ14 ぺ-ジ） 一 _ 

4•定巧面器巧のな巧をすべで巧き取つでください。じぶ 14ページ) _ ^ 

5•本化のごみやほこ0を取つでください。 

•掃除磯などでごみやほこりを取り除いでください。 


6•本化をしめらせた巧で巧れを落としでから、からぶきしでください。 

7•ストーブは据えなけたまま保管しでください。 

•温風吹お□や背面のフィルタにほこりなどびたまらないようカバーなどをかけでください。 

•どラしでち取りはすしで保管されるときは、ボリ袋をかぶせ、乾燥した揚抓こ横倒しにしないようおしまいく 
ださし、 

•次シーズンに据え巧けるときには、必ずお買いずめの販売店【こ依頼しでください。 


♦取扱説巧書ち大切に保管しで < ださい。 






仕様 


BPHiS 


FF-GX55ME (基东型费 PF-GX5 ち树歇 FF-GX42 嘘馆本型す FF# 解 2M3) 

■■■-•■ .‘ -r 。 .： i . ,• :•: :;；;：..： . :.: :， .... . 


気化式-屋内巧-強制給排気お-強制対流お 


電気点乂式 


なミ由 （ J に1号な油） 


燃料鑛費賺 



0.618 L/h 


0.473 L/h 


0.20しル 


発熱量 

あび 

最朱 

22.890 kJ/h 
熱効率86.0% 

17,520 kJ/h 
熱効率86.0% 

/.PC. k-/ 

熱翊率 

最か 

7,410 kJ/h 
熱効率87.5% 

暢居 LiJ 

最犬 

5.47 kW 

4.19 kW 

りミ UJ y J 

.... ■ ： -- 

最か 

1 .80kW 



標準蹟室 


最高 


唯 


溫媛栅 


寒冷瓣 


87.5% (発熱量最小時） 


86.0% (発熱量最大時) 




電源電圧媛 D 周渡数 


を搭驚羹電力 
給排気戀の證訪の熙0^ 


給排気筒の雁び径 
給が気筒の璧實通部の孔径 


排 気 湿宿 

一...’ . ■. 


電流ヒュ-ズ; 


を き 装 置 


その他の装置 
巧 罵 湿 


木 造23.0 m 2 (14 置)まで 

コンクリート31.5の2 (19 畳)まで 

木 造18.0の2(11置)まで 

コンクリート25, Om^ (15 養)まで 

木 造23.0の2(14薑)まで 

コンクリート 38.0m2 に3置)まで 

木 造18.0の2(11置)まで 

コンクリート 29. 5の2 (18 置)まで 

高さ600 mm 幅 466mm 

奥行 238mm (置台を含む） 

20kg 

100V 

50/60HZ 


最大消費電力(点乂時） 860/860W 最大消費電力(点乂時） 860/860W 
燃焼時消費電力_ 23/24W 燃焼時消費電て)_ 16/18W 

QU4-7 


D40 

065mm 〜ホ 75 mm 


260でむ下 


15A 


巧震白動消乂装置-点乂まを装置 
燃焼制御装置-停電安全装置-過熱防止装置 


過電流防止装置，排気管抜け検知装置-異常温度検知装置 
燃焼巧送風磯異常横出装置-対流巧送風機異常検化装置_ 

給排気筒トップ1個-スリーブ1個-遮熱板1個-ふたカバー1個 
ねじ2個-本体固定金員2個- U ム製送ミを管締巧バンド2個 


標準適室は、社団を人-曰本ガス 5' 油機器工業ミの算定薑準によります。 
































空気サーミスタ[□黒 
ルームサーモロ白 
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アフターサービス 


■保証について 

参このコ□ナ石油ストーブじは保証書び巧いでいます。 

保証書は、必ず「お買いあげ曰、販売店名」などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受け巧りください。巧容 
をよくお読みのあと、大切に保管しでください。 

•保証期間はお買いあげいただいた曰から 1 年間（本体）です。（燃焼部分は 3 年間） 

•巧のよラな原因(こよる故障および、事故につきましでは、保部の巧象になりませんのでミ主意しでください。（詳し 
くは保証書をお読みくださし、。） 

■変質なミ由や不純な巧など、またな油松列の燃妈使用(こよる故障や事故。 

■誤った使巧ちまによる故障や事故。 

■修理を依頼されるとをについて 

•「故障-異常の見分けちと処置ちま j ( .( •矿 15 -16 ページ)の頂じしたびってお調べください。直らないときは、ご 
使巧を中止し、必す電源フラヴを抜いでから、お買い上げの販売店にご違絡ください。 

•ご連絡いたださたい内容は巧の通りでず。 

の品名©型すの呼びなお貢い上げ曰衾)故谭の状況（出来るだけ員体的に） 

参修理に際しましでは、保証書をご提示ください。保証書の規定【こしたがって、販売店び修理させでいただきます。 
•保証期間び過ぎでいるときは、修理すれば使巧できる場含には、ご希望により有料で修理させでいただきます。 
•ご不明な点や修理に関ずるご相談は、お買い上げの販売店または、この取扱説明書の裏表摘に記載されでいる r お 
客様ごす目談窓□」にお問い含わせください。 

•修理料金は、技術料、部品げ、化張料などで構成されでいます。 


■補修用性能部品について 

•当なでは、この製品の補修巧な能部おを製造巧ち邸り後、7年保有しでいまず。 

•補修巧性能部記とは、その製品の磯能を維持ずるためじ必要な部品でず。 

■が障-修理の際の連絡先 

•お買い上げの販売店または、この取扱説明書の囊表紙に記載されでいる T お客様ご相談窓□」にご連絡くださし、。 



を蔡灰青黃檔ホ茶ホ黒白 ホ 
〇 〇 〇 
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15 


据え付け 


据え付け工事は販売店に依頼ずる 


据え付けや移動工事は販売店またはおな業著に依頼し、お客樣ご自身では巧わないで<ださい。 

据え付け場所の選定及び標準据え付け例 


据え巧けについでは、乂が予防条例、電気設備に関する技術薑華などま韦の墨華びあります。工事説明書（工事編） 
の「特(こミ主意しでいただきたいこと（を全のためじ必すお守りください） J をお読みになり、販売店又は据巧業畜と 
よくご相談しでください。また、 r 標準据え付け例」についでは、下図を参照しでください。 


標準据え付け例 

ストーブの据え巧けはて図を満足させる位置に取り巧けでください。 





•側ち障害物は、兩側にあつでちよいび給排気筒と嬉害物、可燃物との距離は 45 cm 拭上とつでください。 

•前ちに厮や建物びある場含は給が気筒先揣と前ち障害物との距離は 60 cmJ ^ 上離し、かつ上ちおよび両側ちに気 
流を阻止する障害物びないよラじしでください。 

•給が気窟下面は地商から 20 cm が上離すよラ(こしでください。なお積雪地域では、給排気筒先端び雪でふさがれ 
るおそれのない高さを確保しでください。 


[マントルピースなどに設置ずる場さのストー■ブ周囲寸法] 




ストーブ前面が壁面より 
巧測に入らないこと 


巧のブをは、巧义牲能評定委員舍によ0お接認定されたちのです。 


給排気筒を延長ずる場合の注意 

•給が気筒を延長する場含は、 3 m 3 曲びり下で取がけられる場所を選定しでください。 

積雪地区における注意 

•積雪の多い地ちでは、積雪時に給排気筒び雪でふさがれないよラな取な揚所を選定しでください。 
また、風がよどむよラな場所では、排乃スを离度吸い込んで不完全燃焼を起こすことびありまず。 
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据え付け後の確認 

お沒もま货城な巧:ぶ臘;汾ぐだ借わ;だ？;，なり為.;お;だ;ぷぶぶ?^;-がな='解:,';酱ぷ终巧;群潮が滞ち没撒-お忠おおお腊リなミ煤臨お i 销端ががお淀结を;なん絮だをなみぶな g がみ8^夕群 

据え付け力ぐ終わりましたら、ちラー度、工事説明書（工事編）の「特に注意しでいただきたいこと（安全のために必 
すお守りください）」をお読みになり、工事説明書（工事編）（こ記載されでいるとおり据えがけられでいるかどラか 
を確認してください。 

試運転 

鼓お馈《を沒货空紙な寒な饿なづ巧-觀が1がだ;:;:ぶはおぶ.お掛-:;みをみ離辛おお5をおを辩潑おわおづ燃饼お側;激をぶ馈ミ潔おが聚裝を爲^が泌錢礙端；;ちまみ1蝶驾裝機装叛没ま燃;域お^ 

試運転は販売店または据巧業者とごいつしょに必ずおこなつでください。 

■運転準備 

1油タンクに給迪し、送ミを経路の空気抜きをしでください。（じが空気おきのちま6ベージ） 

2 .送ミを経路やストーブよりお漏れがないか確認しでくださし 、 C 
3•定ミ由面器を t ットしでください。化が^定ミを面器の t ット7ぺージ） 

4.。1\ミ主意 I 電源プラグをコンたントに根兄まで確実に差しこんでください。 


■運$が点义） 

運較ボタンを押してください 

•運範ランプが点滅します。 

•約2分後に点火し、運転ランブび点巧にかわりまず。 

•点火後、約1分で温風が化始めます。 

•巧めでお使いになるときは、耐熱謹料が'焼けで煙と臭いびでまずので換気を 
おこなつでください。 

11 

輪壹了 藥、 




♦巽常びなければ微か/乂力切換運範キーで、自動運輯から手動(こよる固定乂 
方運輯にし、乂力調節を 「 Lo 一 1 一2一3一4一 Hi 」 に設定しでください。 
(各乂力で1分な上確認しでください。） 

•おのが態は、青いおの中にいくらかの黄色い炎(ホ义)びまじつでち異常では 
ありません。 

•炎の確認び終3したら、自動運輯キーで白動運転に戻しでください。 


■停止(消乂） 

運転ボタンを押してください 

参運転ランプび消なします。 

隹消乂後は本体内部び;ち®するまで送風を継続し、約10分後に巧流巧送風機 
び停止します。 


■甜部— 

参正常運輯しない場含は、「故障•異常の見分けちと処置ちま 」（I て扩15 • 16ぺージ)を参照しでください I 
参長期間の保管後、再び設置ずる場含ち「試運転 J の手順にしたびい、試運挺をおこなつでください。 
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FAX (01 1)863-3154 
FAX の11 )871—2000 
FAX (日 138)48-6080 
FAX (0166)37-2338 
FAX (01 55)35-7510 
FAX(Cn54)24-0451 
FAX(fr 日のお一2107 


仙 台 ま 店 
仙台サービス t ンター 
郡山営業所 
黏 U サービス t ンター 
含津サービス t ンター 
山お営業所 
山おサービスじンター 
巧内営業所 


イ山お市営城 I す区曰ノ让 IIET .-7-32 千 983-003 日 

仙台巿言お野区曰ノ化打’ -7-31 于983-日03日 

郡 IL 市亀田 1-51-9 す9の-日033 

都ム巧奇漬のち巧す撫さ東 30-1 〒963-0’ 11 

含津岩む巿巧田の穂夕すたな元 885-1 C 于96日-0843 
山お市索胃历 3-6-28 で99日-2423 

山お市索青曲 3-6-2 目 干 990-2423 

酒拒巿鋪の1 -183-1 干9郎-日103 


TEL の 17)742— 825日(げ最 
TE し (017)743-2971( 巧表} 
TEL ( OIS ) 目64-日671(巧表） 
下£しの18)日64-日219(巧表：： 
TEL (0 1 78)24 -己2日9 ( 巧表〉 
了巨し(01?2)28—3910(巧表； 
TEUOl 72)26-4770 
下£1_(019)日22-4791(巧表） 
TEL の 19} 日04—028 U 巧表） 
TEU :01 97)22-41 5日(巧表） 

TE しの2 2)2 35- 3，'81(巧き） 
TEL の 22)783- 1791(巧表） 
TE しの 24)938-2240( げ表） 
TEL の 24) 947-46 日4 (巧表） 
TEL の 242) 26- 3211(巧表） 
TEL の 23)642-3255( 巧表） 
TEL の 23)631-7381( 巧表） 
TEL のの句:31 -057 1 ( 巧き） 


FAX (01 7)742-8275 
FAX (017)743- m 8 
FAX (018)86^-8468 
FAX (01 8)864-5760 
FAX (0178)45-4290 
FAX (0172)28-0191 
FAX の 172)29-1133 
FAX の 19)622 -己 244 
FAX (019)604-0283 
FAX (0'97)22-4452 

FAX ののに 36-8 目 10 
FAX (日の) 783-1792 
FAX (024) の日-3の1 
FAX ( C 24)946-7651 
FAX ( C 242)26-3216 
FAX ( C 23)642-3254 
- AX ： 0231631 -7391 
= AX (0234)3 1-0581 


東海地区 


をち吾去店香ち屋市惹屋入場 1-1 日03 
香古屋ブービスごンター若ろ呈巿港区入場 1-1 903 
静岡営冀所詩巧巿駿河区高松 2-15-30 
訟巧サービスじンター詩巧巿陵巧区富松 2-1 日-30 
■ ^ ''‘ ‘折岐黃市六を南 2-7-8 

所ま巧高茶屋 3-29-38 
所 洁ま巧西お路 888-1 
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営 

冀 
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業 
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で 455-0803 
干4日 5- 0803 
干 422-8034 
干422,8034 
干500-の5扫 
干 514-0819 
〒410-{)303 
于 44と-0007 


TEL (052)：383-3330( げ表） 
TEL ( CI 52)384 -日670(巧表; 
T 巨じ〇 54) 23吕一000己(巧表） 
TEL (日 54)23 目一0016(巧表） 
TEL (058}268-7 巧日(巧表; 
TEL (059)234-8471 a + a ) 
TEL (055)968-6210 at ^：. 
TEL (05 S 4 に5—日27日(け表ミ’ 


FAX の 52)381-12 目6 
FAX ^052)381-5244 
FAX ,: 日5小の8 -0006 
FAX (054)238-03 22 
FAX (05 S にが-7日50 
FAX の59に34 -8472 
FAX (055)968-6212 
FAX の日64:1巧-1726 


関東地区 


信越- 
化陸地区 


店1所店所 



j 兽 ス 
ヒ営営営’営営 

京 臀集宮く」 W 巧^ 
邹 商 
東首水千大つ模立甲甲 


店-巧所巧巧巧_店-巧祈巧 
タ タ 
を^冀笑莫黄業-ま^黄業奠 

ジ ： Tii : な薑量ち 

阪ぉ郭|戶板の-島：ろ U 
坂 I 島 
大大富を巧度福1にを巧米巧 
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